
狛江市の福祉交通（施設送迎）のあり方を考える勉強会のご案内








～全国移動ネット理事長・杉本依子さん　


　　　　　　(多摩市・ハンディキャブゆづり葉)を招いて～








　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＮＰＯ法人ハンディキャブこまえ





■昨年11月に狛江市コミニティバスがスタートしました。その際問題となった


のが「福祉バス」の廃止でした。あいとぴあセンター内施設への送迎問題など


をどうするのですかということでした。その背景には高齢社会に伴う移動制約


者（困難者）の急増などに対して（コミニティバスなど）地域公共交通のあり


方と自治体の果たすべき役割について、「生活交通」及び「福祉交通」双方の観


点からの議論が不足していたことが原因だと言われています。








■その福祉交通の一翼を担っている「ボランティア輸送」（福祉有償運送）が平


成18年（2006）に法制度化され、狛江市域では「ハンディキャブこまえ」が登


録・運行されています。しかし、まだ制度がスタートしたばかりのため、様々


な課題があります。その一つに「複数乗車問題」（相乗りが原則禁止？）や「施


設送迎問題」（小規模デイサービス施設の送迎は受託できない？）などがありま


す。国交省の基準（通達）ではボランティア輸送は個人会員制を念頭において


いるからです。これらは地域の福祉輸送にとっては使い勝手の悪い制度と言え


ます。現在国交省の審議会ではそれらを含めて、施行後の法制度が移動困難者


のニーズに応えたものかどうかなど検証・見直しを進めています。








■そこで、狛江市域で「ハンディキヤブこまえ」と連携している高齢者ミニデ


イサービスや障がい児放課後デイサービスなどの施設関係者や福祉系ＮＰＯ、


関心ある市民にお集まりいただき、道路運送法などの法制度と狛江の地域で求


められている施設送迎のおり方について考えてみたいと思います。大変お忙し


い時期とは思いますが是非お誘い合わせてご参加くださいますようご案内中し


上げます。








　　　　　　　　　　　　　　　　記





■「福祉交通・施設送迎を考える勉強会」


■平成２１年３月１日（日）午後２時～４時


■狛江市中央公民館・和室（２Ｆ）


■講師「全国移動ネットワーク」理事長・杉本依子さん


■進行役「ハンディキャブこまえ」事務局長　清水信之


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上





　　　　　　　　　　　　　　　連絡先　ＮＰＯ法人ハンディキヤブこまえ


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　理事長　小川貴久冶


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　℡　３４８０－５４３３








